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論　　文

保育者養成校における食育の意義
─間食 （おやつ） を中心として─

Childhood Education Students’ Thoughts and Practices in Food Education and Snacks  
in Nursery School

今　井　景　子
IMAI, Keiko

Abstract
It is important for nursery school teachers to have the ability to deliver effective food education to infants and young 

children. If nursery school teachers themselves do not know  healthy food behaviors, they cannot be expected to guide infants 
in learning good behaviors. In this study, we clarified students’ thoughts on food education with a focus on snacks.

A questionnaire survey was distributed to 113 students at Hosen College of Childhood Education, and we performed 
quantitative and text mining analysis on valid responses.

About half of the students were underweight and were considered to be malnourished. Students of normal weight tended 
to think that eating snacks is a cause of weight gain. Malnourished students tended to think of a snack as a meal, and believed 
that the purpose of snacks is to satisfy hunger. The students preferred to select chocolates and snack foods for themselves, but 
they selected fruits, dairy productions, and homemade snacks for infants. The students also selected carbonated drinks for 
themselves, but they selected healthy drinks like water and barley tea for infants. The students expected that infants enjoy trying 
a variety of foods through food education.

This study suggests that improving their own eating behaviors would help nursery teachers deliver more effective food 
education.
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Ⅰ．はじめに

現代では食に関する国民の価値観やライフスタイル等
の多様化が進んでいる。平成 17 年に制定された食育基
本法に基づいて食育推進基本計画が作成され、10年にわ
たり国民運動として、都道府県、市町村、さまざまな機
関・団体・地域が食育を推進してきた。その結果、「食育
に関心を持っている国民の割合」や「共食の回数」、「栄
養バランスに配慮した食生活を送っている国民の割合」
などが増加し、地域、家庭、学校、保育所などにおける
食育は着実に推進され、進展してきている 1）。

しかし、第3次食育推進基本計画において、今回初めて
「若い世代では、健全な食生活を心がけている人が少なく、
食に関する知識が少ない人も多い。また、他の世代と比
べて、朝食欠食の割合が高く、栄養バランスに配慮した
食生活を送っている人が少ないなど、健康や栄養に関す

る実践状況に課題が見受けられる」と言及された 2）。20
歳代及び30歳代を中心とする世代はこれから親になる世
代でもあるため、こうした世代に対して食に関する知識
の啓蒙や取り組みを重点的に推進することとなった。自
分のための食育の取り組み以外にも、保育者には子ども
を指導するために健康、栄養、人間関係など食にまつわ
るあらゆることを知っておく必要がある。保育者が正し
い食や食育の知識を持ちそれを実践していなければ、子
どもたちや保護者に正しい食を教えることはできない。

大学生になると生活時間を自分でコントロールするよ
うになり、食生活も自立して、食事や食品の選択も自分
で行うことが多くなる。現代の食環境は簡便化しており、
多種の中から自由に好きなものを簡単に購入できる。幅
広い選択肢のなかから選ぶことで豊かな食生活が送れる
のかといえば、必ずしもそうとはいえない。授業におい
て、理想の食事の組み合わせを考える演習を行ったとこ
ろ、1回の食事で主食・主菜・副菜の整った学生の割合は
高くなかった。考えられた食事は、カレーライス、ラー
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メン、オムライスといった 1 皿料理が多く、日本型食生
活として推奨されている食事形式をそろえられないのが
現状であった。また、体型維持の観点から、食事の量を
加減することや特定の食品を食べたり食べなかったりす
る偏った食生活をしているものもいる。外食の料理やス
イーツを写真にとりSNS（ソーシャルネットワークサー
ビス）に載せることは日常化しているが、料理の見栄え
が重視されているものであり、食事内容に対する興味や
関心は薄れているように感じられる。国民健康・栄養調
査では、やせの者（BMI < 18.5 kg/m2 ）の割合は、この
10 年間では女性では有意に増加している 3）。食生活の中
で間食が占める割合が高くなり、間食をとりすぎるため
に、食事からの栄養が不足する原因となることはないで
あろうか。

保育課学生は、将来食育を行う者として、望ましい食
生活を知り、実践する必要がある。

食事内容は生活や家族の状況、本人の食の意識、嗜好
の違いなどによって大きく違うが、間食内容は本人の意
思により選択される部分が大きい。間食の摂り方が本人
の体格や体調に影響を与えているとも考えられる。

本研究では、対象者の間食の位置づけと摂り方が食育
や食生活の在り方を決める重要な要素になると考え、学
生が間食をどのようなものであると捉えているかの意識
および栄養状態との関連を調べることとした。また、対
象者が望ましいと考える食生活と食育について、間食に
選択する食品や飲料の傾向を調べるとともに間食を選ぶ
際に重要視することを調査した。対象者が食育に期待す
ることを調査し、食や保育について多くを学んできた学
生と十分でない学生の比較を行い、養成校において学生
が食育について身につけるべき課題を検討した。

Ⅱ．調査方法

1．調査対象者
対象は本学学生 113 名で、内訳は（1） 学生 1 年次生

「こどもの食と栄養（健康と食生活）」受講者90名（男性
13名、女性77名）、（2） 食育イベント参加者5名（2年次
生:男性 1 名、女性 3 名、4 年次生:女性 1 名）、（3）食育
に関するゼミナールおよび子どもの食育に関するプログ
ラム受講者 18 名（3 年次生:女性 10 名、4 年次生:男性 2
名、女性 6 名）である。（1） または （3） の学生で （2） と
重複する者は、（2） の調査を除外し （1） または（3） とし
て集計した。

食育イベントは、7 月 27 日に学内で行った「ミニトマ
ト収穫祭」で栽培の様子の展示やクイズおよびトマトスー
プの試食を行ったものである。

2．方法
2-1　調査方法および実施日

調査は、質問紙法により自記式無記名で行った。調査
実施日は以下の通りである。（1） 1年次学生「こどもの食
と栄養（健康と食生活）」受講者平成29年7月21日、（2） 
食育イベント参加者および子どもの食育に関するプログ
ラム受講者 7 月 27 日、（3） 食育に関するゼミナール受講
者 7 月 20 日。

2-2　調査項目
2-2-1　対象者の状況　

性別、学年、身長、体重、体調、間食の摂取頻度を調
査し、調査対象者は学年、体格および栄養状態により分
類した。

体格は、身長、体重からBMIを求めた。日本肥満学会
の肥満度分類に従い、<18.5 を「低体重」、18.5 ≦〜<25
を「普通体重」、25≦〜を「肥満（1度）（2度）（3度）」と
分類した。栄養状態は、身長、体重からBMI値と標準体
重を求め、標準体重比（標準体重に対する実際の体重の
比率：% IBW）を計算した。%IBWが80未満のものを中
等度栄養不良、80≦〜<90を軽度栄養不良、90以上を普
通体重とした。学年は、1 年次生と 2、3、4 年生の上級
生に分類した。体調は、「体調は良いですか」という質問
に対して本人が感じる体調を「悪い、どちらかというと
悪い、どちらともいえない、どちらかというと良い、良
い」の 5 段階尺度とした。

2-2-2　対象者の間食の位置づけ
質問紙調査の「あなたにとって間食（おやつ）とはど

のようなものですか」の自由記述による回答は、対象者
の間食に対する意識を明確に示すものとして、対象者の
間食の位置づけとした。

2-2-3　対象者が望ましいと考える食生活と食育
①間食として選択する食品の種類、②間食に選択する

飲料の種類、③間食を選ぶ際に重要視すること、④食育
に期待することについて学生と子どもにとらせたいもの
それぞれを調査した。食育に期待することの調査項目は、

『楽しく食べる子どもに〜保育所の食育に関する指針〜』4）

の16項目と、筆者が身につけて欲しいと考える4項目の
計 20 項目の中から順位をつけて 5 項目選択とし、1 番目
を 5 点、2 番目を 4 点のように重みを付けて集計した。

3．分析方法
調査項目 2-2-2 に関する自由記述は 1 文ずつテキスト

データを入力し、テキストマイニングの手法を用いて分
析した。分析には、Microsoft Excelのアドインソフトで
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あるトレンドサーチ 2015（株式会社社会情報サービス）
を用いた。

Microsoft Excelに入力したテキストデータをトレンド
サーチ 2015 のKeyword Associator機能の形態素解析に
よりキーワード抽出を行い、重要度、関連テキスト数、
出現頻度を得た。次いで、Concept Mapper機能により
キーワード間のマッピングを行った。最大限に枝刈りを
してキーワード群のクラスタをつくるレイアウトを行っ
た。レイアウトにおいては、キーワード（以下、単語）
をつなぐ線の太さや長さが関連性や共起性を示すが、正
確に図示すると重なり合って見えなくなるため、必要に
応じて移動させた。

調査項目2-2-3①は選択肢より順位をつけて3つ選ぶ複
数選択とし上位より3点、2点、1点としたものを点数と
して分析した。調査項目2-2-3③は選択肢より順位をつけ
て 5 つ選ぶ複数選択とし、上位より 5 点、4 点、3 点、2
点、1 点としたものを点数として分析した。

2群間の平均値の差の検定には t検定、割合の差の検定
にはχ2 検定を用いた。IBM社SPSS Statistics ver. 20 を
使用して解析し、5%未満を有意水準とした。

アンケート調査結果は、集計に基づき解析を行った。
項目により未記入や無効回答がある場合は欠損値とし

て分析ごとに処理した。

4．研究倫理
本研究は、こども教育宝仙大学研究倫理規定に基づき、

倫理委員会の承認を受けて実施した。アンケートは無記
名式で行い、倫理面を考慮し解答による成績への影響が
ないことおよび個人情報の遵守に関する説明をアンケー
ト配布時に行い、アンケートの回答をもって同意とみな
した。

Ⅲ．結果

アンケート回収率
113名に配布し100%の回答を得た。保育を学ぶ学生と

して性差は考慮にいれずに集計した。

3-1　調査対象者の状況
対象者の性別、学年、BMI、%IBW、体調、および間

食の摂取頻度を表1に示した。調査した身長および体重か
ら求めたBMIは、平均20.5±3.0（kg） であった。低体重
が19.3%、普通体重が73.4%、肥満が7.3%であり、平成27
年度国民健康・栄養調査の20-29歳女性の低体重者の割合
が 22.3%、普通体重が 67.5%、肥満が 10.2%5）であること
と比較すると、低体重と肥満の割合がやや低く、普通体
重が多かった。標準体重と比較した% IBWは、平均93.2
± 13.8 （%） であった。中程度栄養不良が全体の 10.1%、
軽度栄養不良が 39.4%、普通体重以上が 50.5%であった。
70%未満の高度栄養不良のものはいなかった。BMIでは
普通体重と判定されるが、実際は低体重と考えられる標
準体重比が 90%未満の栄養不良状態のものが 49.5%とな
り、約半数であるという結果であった。

体調は良い傾向にあるものが全体で57.5% （良い24.8%、
どちらかというと良い 32.7%） で、悪い傾向にあるもの
15%（どちらかというと悪い11.5%、 悪い3.5%） であった。

間食の摂取頻度は、食べない8.0%、週に1〜2回39.8%、
週に3〜5回30.1%、ほとんど毎日11.5%、毎日複数回10.6%
であった。間食をとらないという食生活を実践する学生
がいる一方、大部分は生活の中に間食をとりいれている
ことがわかった。

栄養状態と間食摂取頻度を図 1 に示した。群間に有意
な差は見られなかったが、中度栄養不良群および軽度栄
養不良群（以後、栄養不良群）は、食べない、週に 1〜2

表 1　対象者の状況
� 人数 （%）
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度食べるものが合計で55.5%であり、普通体重以上群（以
後、普通群）40.0%に対して高かった。ほとんど毎日食
べる、毎日複数回食べる、には大きな差は見られなかっ
た。

栄養状態、体調、および間食摂取状況間に有意な差は
見られなかった。

図 1　栄養状態と間食の摂取頻度

3-2　対象者の間食の位置づけ
3-2-1　「あなたにとって間食（おやつ）とはどのような
ものですか」を尋ね、得られたキーワードを栄養状態に
より栄養不良群および普通群の 2 群に分けて分析した。
それぞれの単語の意味の分類、重要度、関連テキスト数、
出現頻度を重要度の上位 20 位までを表 2 に示した。

キーワードは、「食べるものに関する単語」、「空腹を
満たすことに関する単語」、「心情や感想に関する単語」、

「食事や食べることに関する単語」が多く記載されてい
た。どちらの群にも食べ方や心情に強いこだわりを示す
単語は確認できなかった。

重要度の上位 5 位までの単語は、普通群で「満たす」
（4.95）、「空腹」（4.92）、「食べる」（3.24）、「美味しい」
（3.07）、「お菓子」（2.29）であった。栄養不良群では「お
菓子」（3.80）、「アイス」（3.73）、「満たす」（2.88）、「食べ
る」（2.53）、「美味しい」（2.52）であった。いずれも空腹を
満たすことやお菓子をおいしく食べるという内容であっ
た。また、普通群では「太る」（1.34）は10位であり、50
位の「楽しむ」（0.50）ことより上位に位置していた。楽
しく食べる事よりも太ることが意識されていた。栄養不
良群では、「楽しむ」（1.61）は13位、14位「太る」（1.54）
であり、栄養不良群では楽しむことが上位にあった。「ス
トレス」発散に関する単語が両群に見られ（普通群1.66、
栄養不良群1.50）、食べる行為自体が目的となることがあ
ることも判明した。

出現頻度の上位3位までの単語は同順で、「食べる」（普
通群 27、栄養不良群 22）、「空腹」（普通群 12、栄養不良
群 12）、「満たす」（普通群 11、栄養不良群 8）、普通群で
は次いで「美味しい」（6）、「アイス」（6）であった。栄
養不良群では「お菓子」（6）、「アイス」（6）、「小腹」（6）、

「甘い」（6）が続いた。
関連テキスト数はどちらの群でも、出現頻度とほぼ同

様の内容を示した。「食べる」 は出現頻度が最も高かった
が頻度とばらつきから重要度が求められるため、重要度
は3位 （普通群） または4位 （栄養不良群） になっていた。

食品の分類では、本来アイスクリームと氷菓などは分
けられるべきものであるが、まとめて「アイス」とした。
調査は 7 月下旬に行い、最高気温は 7 月 20 日 33.6℃、21
日 34.9℃、27 日 26.8℃であったので特に「アイス」の出
現頻度が高くなっていた。

表 2　「間食とは」に関するキーワードの重要度
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図 2　重要キーワードのコンセプトマップ（栄養不良群）

図 3　重要キーワードのコンセプトマップ（普通群）
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3-2-2　「あなたにとって間食（おやつ）とはどのような
ものか」について記述された単語について重要度の高い
キーワードから作成した各群のコンセプトマップを図 2
および図 3 に示した。

各群で重要度の最も高い「満たす」「空腹」という単語
を中心に 4 種類のグループが見られた。A:「満たす・空
腹」を中心としたグループ、B:「食べることの心情」を
中心としたグループ、C:「食べる事について否定的な単
語」を中心としたグループ、D:「食品名」を中心とした
グループである。

Aについては、どちらの群も「空腹」「小腹」「満たす」
というような、空腹感をまぎらわすような単語が中心に
なった。栄養不良群では「食事」「ご飯」などの単語があ
り食事的な意味合いが見られた。Bでは普通群には「コ
ミュニケーション」「癒す」「気分」「上げる」「特別」「楽し
い」などの幅広い単語が見られた。栄養不良群では 2 か
所に分かれておりCと近い部分には、「楽しい」「美味し
い」「頑張る」などの単語が見られ、Dの食品から続く部
分には、「好き」「楽しみ」「気分転換」という自分の内面
に向けた単語が多く見られた。Cについては、普通群に
は「太る」「誘惑」「言い訳」「余分」「カロリー」など摂り
すぎを否定する単語がみられたが、栄養不良群には「太
る」「食べ過ぎる」の単語だけがあり、摂る事への罪悪感
のような単語はみられなかった。D「食品名」のグルー
プでは、「アイス」を中心としてどちらも「ポテトチッ
プス」「チョコレート」などがマッピングされた。普通群
では「ガム」「グミ」「梅」など満腹感を得にくい食品や

「ジュース」「炭酸」などの飲み物がある一方、栄養不良
群では「ラーメン」との記載があり食事のような内容で
も間食と考えるものがいることがわかった。

どちらの群でも、食べる事に対して否定的な単語の近
くに心情を表す単語が来ていたが、栄養不良群では、食
品名からも心情を表す単語がきていた。

3-3　対象者が望ましいと考える食生活と食育
3-3-1　「学生が間食時に選択する食品」と「子どもに食
べさせたい間食」について、3 種類ずつ選択した食品と
選択した割合を図 4 に示した。

調査日が 7 月末の暑い日だったこともあり、学生が選
択した食品はアイスが 57.7%ともっとも多く、次いでス
ナック菓子 42.3%、チョコレート 31.7%と多かった。さ
らにガム27.9%、ゼリー21.2%、クッキー20.2%であった。
どれも甘味や塩味の強い菓子であり、脂肪の多い食品で
ある。食品の加工度の低いごはん、いも、乳製品などは
どれも 10%に満たない選択だった。

子どもに食べさせたいものとして半数以上の者が選択
したのは、くだもの 64.6%、手作り菓子 54.0%であった。

次いで、ゼリー41.6%、乳製品29.2%だった。学生は、間
食の食品選択には、ビタミンやカルシウムなどの栄養素
を含む食品や水分を多く含むもの、さらに「手作り」の
愛情の含まれたものを選択した。

学生と子どもの間食の選択については、アイス、スナッ
ク菓子、チョコレート、ガム、ゼリー、果物、乳製品、
手作り菓子、野菜（以上 p <  .01）、パン（p <  .05） に有
意差が見られた。

3-3-2　間食時に選択する飲料について「学生が間食時に
飲む飲料」と「間食時に子どもに飲ませたい飲料」に分
け、飲料と選択割合を図 5 に示した。間食をとらない学
生は、設問非該当として除外した。

学生の 46.2%のものが水・麦茶などを選択した。他の
飲料は、炭酸飲料が13.5%、ジュース11.5%、コーヒー・
紅茶が 11.5%と嗜好飲料が選択された。牛乳は 10.6%で
あった。間食時に子どもに飲ませたい飲料には、水・麦
茶などを44.3%、牛乳を42.5%の学生が選択した。学生の
飲み物としては選択しなかった乳酸菌飲料を9.7%のもの
が選択した。ジュースは2.7%であった。学生が子どもに
飲ませたいと考える飲料は、水分や栄養を補うものおよ
び整腸作用などの機能を持つものであった。

学生と子どもの飲料の選択については、牛乳 （p <  .01）、
乳酸菌飲料、ジュース、炭酸飲料、コーヒー・紅茶（以
上 p <  .05） に有意差が見られた。

3-3-3　間食を選ぶ際に重視することに関して学生と子ど
もそれぞれについて尋ねた結果を図 6 に示した。学生が
自分で食べる間食を選ぶ際に重視することは、「好きな
味・香り」208点（選択度数82）、「空腹を満たす」155点

（選択度数 68）、「安価であること」86 点（選択度数 48）、
「低カロリー」48 点（選択度数 24）、「準備しやすい」31
点（選択度数 24）であった。

好きなものを食べて空腹を満たすが、価格や体型を気に
して低エネルギーなものを選ぶという制約があることが
わかった。今回の調査では食べる場所の検討はしなかっ
たが準備しやすく簡単に食べられるというものを選択し
ていることがわかった。

子どもの間食を選ぶ際に重視することは、「栄養があ
る」167 点（選択度数 67）、「アレルギーの原因とならな
い」84 点（選択度数 43）、「そしゃく力をつける」72 点

（選択度数 38）、「好きな味・香り」54 点（選択度数 24）、
「虫歯になりにくい」42 点（選択度数 22）、「手作りのも
の」41 点（選択度数 22）であった。

栄養があり、そしゃく力をつけるものや手作りのもの
の愛情が子どもの成長の助けになり、アレルギーや虫歯
など害にならないようなものを重要視していることがわ
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かった。子どもの好きな味・香りも重要視されているが、
もっとも重要とは考えられていなかった。

3-3-4　学生が食育活動に期待することを1年次生と上級
生に分け、それぞれが選択した項目を分類した結果を表
3 に示した。

1 年次生が最も食育に期待することは、「多くの種類
の食べ物や料理を味わい、嫌いな食べ物にも挑戦する」

（『保育所における食育に関する指針』「食と健康」項目）
で2.78点であった。次いで、「好きな食べ物を美味しく食
べる」（同「食と健康」項目）1.43 点、「あいさつや姿勢
などのマナーを身につける」（同「食と文化」項目）1.38
点、「身近な大人や友達とともに、食べる喜びを味わう」

（同「食と人間関係」項目）1.26 点であった。

上級生が最も食育に期待することは、「多くの種類の
食べ物や料理を味わい、嫌いな食べ物にも挑戦する」（同

「食と健康」項目）で 2.78 点、「身近な大人や友達ととも
に、食べる喜びを味わう」（同「食と人間関係」項目）1.96
点、「食べ物の大切さを知る」（独自設定）1.43 点、「あい
さつや姿勢などのマナーを身につける」（同「食と文化」
項目）1.39 点、であった。

1年次生と上級生の選択内容では、「食材に旬があるこ
とを知り、季節感を感じる」（同「食と文化」項目）にお
いて下級生0.71点、上級生0.26点間に有意差が見られた。

全体では、「食と健康」項目、次いで「食と人間関係」
項目が重要視されており「いのちの育ちと食」項目に関
することは低く、「料理と食」に関することは最も関心が
低かった。

図 4　学生の間食と子どもに食べさせたい間食（複数回答）

図 6　間食を選ぶ際に重視すること

図 5　学生の飲み物と子どもに飲ませたい飲み物
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Ⅳ．考察

4-1　調査対象者の状況
食育とは、「様々な経験を通じて『食』に関する知識

と『食』を選択する力を習得し、健全な食生活を実践す
ることができる人間を育てる」ことであり、全ての世代
に向けて切れ目なく行われるものである 6）。つまり、食
育を受け健全な食生活を行う実践者の面と、食育を行う
教育者の面が同居するものである。この両面から考えて
いく。

BMIは日本人の食事摂取基準（2015 年版）において、
エネルギー摂取量及び消費量のバランス（エネルギー収
支バランス）の維持を示す指標として採用された7）。BMI
は、18.5 未満が低体重であり、普通体重として判定され
るものは 18.5〜25 の範囲である。普通体重とされる範囲
が広いため、標準体重と現在の学生の体重の比（標準体

重比）で栄養状態の判定を行った。その結果標準体重比
90%未満の栄養不良状態の者が約半数であることが明ら
かになった。この結果から健康で活発な活動を目指すた
めには、適正な体重を知ったうえで、エネルギーの収支
をBMI値の変化を通して把握しておくことが重要である
と考える。

40歳以上でBMIや腹囲周囲径が高値を示すものは、特
定保健指導受けることとなっているが、低体重のものに
は保健指導は特にない。20歳代から30歳代にはどちらも
なく、身についた食生活や痩身志向を変えるきっかけが
ない。特に栄養状態に注意すべき妊娠中の女性にあって
は「非妊娠時からの痩身願望に加え、妊娠中においても
体重が増加することを嫌い、至適体重増加量を示しても
容易に受け入れられない」との報告がある 8）。食生活の
ありようが定まる前の学生のうちに、保育者として子ど
もと体型の話をしたり、妊娠・出産を視野にいれて健康

表 3　食育に期待すること
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を維持していくことを考えて、適切な栄養の摂り方を身
につけるべきである。

標準体重に対して現在の体重が90%未満の栄養不良群
は、本調査では、体質的に低体重か、意識的あるいは無
意識な食事量の不足による低体重か判別できないが、間
食の摂取頻度が低い者が多かった。これらの者は、十分
な活動ができる適切な栄養を得られる食事のとり方を身
につける必要があると考える。間食を、毎日あるいは一
日複数回摂るものに関しては、食事からとるエネルギー
や栄養素を軽視して、楽しみである間食を多くとる傾向
にあることも考えられるので、食生活の在り方について
注意が必要であると考えられた。

4-2　対象者の間食の位置づけ
学生は、間食は空腹を満たすものと考えていると推測

された。空腹でも、特に「小腹」を満たすものと考えら
れており、日常生活において、少し空腹感を感じると何
かしら菓子などを食べて満たしているということが記述
の内容から推測された。特に間食や菓子に執着している
様子はなかった。

間食に関するキーワードにアイス、スナック、チョコ
レートなどの菓子名が多くあったことから、間食は菓子
が中心であり、エネルギーや脂質、塩分の多く含まれて
いるものが好まれることがうかがわれた。また、間食に
より楽しみを得るだけでなく、気分転換や息抜きの働き
を見い出していた。ストレス発散という位置づけもあっ
たため、過食や神経性食欲不振の対策を含んだ健全な食
生活の在り方を学ぶ必要があると考えられた。

栄養不良群では、間食は食事に近く、特に菓子類を好
み、楽しむこととして肯定的に受け止める傾向にあり、
普通群が、「太る」「摂り過ぎてはいけない」と考えてい
ることとは対照的であった。栄養不良群が間食を肯定す
るのは、食事からとる栄養の割合が低いことも背景とし
て考えられるので、食事のとり方を調査する必要がある
と考えられた。

4-3　保育者として望ましいと考える食生活と食育
4-3-1　「学生が間食時に選択する食品」と「子どもに食べ
させたい食品」の食品選択の違いについては、学生が自
分が食べる食品は、嗜好的な食品の傾向があり、間食に
求めるものは、おいしさ、気持ちよさ、リラックスでき
るものであった。一方、子どもに対しては、エネルギー
や栄養素を補うという幼児期の間食の目的に合致した、
栄養を含み、作り手の愛情を感じられるような、子ども
に対して有益なものを選択する傾向にあった。

幼稚園児の母親が子どもに間食として与えたいと考え
ている食品は、果物、せんべい、乳製品、飲み物では牛

乳、麦茶、お茶、果実飲料などで学生が選択したものと
同様の傾向にあった。しかし、保護者が実際に与えるも
のはスナック菓子、せんべい、クッキー・ビスケットな
どで、飲み物には、牛乳、麦茶、果実飲料だったという
報告がある 9）。保育者は保育の中では子どもの間食の選
択をすることは多くないが、食事の準備をしたり食べる
ことの援助を行う。児童養護施設や学童保育などでは間
食の用意をすることもある。また、自分の間食を選択す
ることは日常的にあるので、間食の目的を理解して、望
ましい間食の選択をする力をつけておくことは大切な事
であると考えられる。

4-3-2　間食時に選択する飲料では、水分補給のために自
分にも子どもにも水・麦茶が最も望ましいと考えていた
が、それ以外では、自分には炭酸飲料、ジュース、コー
ヒー・紅茶の嗜好飲料を選び、子どもには、牛乳、乳酸
菌飲料などの栄養や機能を持つものを選んでいた。授業
中に、乳酸菌飲料については、糖分が多いのでジュース
などと同様に適度に楽しみとして与え、日常的に摂取す
ることには注意が必要であると伝えていたが、牛乳に次
いで選択されており、間食を選択する根拠は授業からだ
けでないことが推測された。マスメディアには食品や栄
養に関する情報があふれている。それらの中から学生が
正しい情報を選択することも保育者として身につけてお
くべき資質の一部になると考えられる。

4-3-3　学生が間食の選択時に重視することは、好きな味、
空腹を満たす、安価、低カロリーであり、自分の願望を
素直に表していた。子どもには、栄養があるもの、アレ
ルギーの原因にならない、そしゃく力をつける、虫歯に
なりにくいなど子どもの発達に寄与する内容や、こども
の害にならないようなことであった。間食とする食品を
選択することにおいては、保育者としての目が養われて
きていると考えられた。
　可能であるならば、自分と子どもを完全に分けて考え
るのではなく、自分自身に対しても、カルシウムや食物
繊維のような足りない栄養素を補ったり、噛むことを促
す食品を選択したり、食育の知識を自分でも実践してい
くことが望ましいと考える。

4-3-4　保育所においては、「食事は空腹を満たすだけでな
く、人間的な信頼関係の基礎をつくる営みでもある。子
どもが身近な大人からの援助を受けながら、他の子ども
とのかかわりを通して、豊かな食の体験を積み重ね、楽
しく食べる体験を通して、食への関心を育み、食を営む
力の基礎を培う『食育』を実践していくことが重要であ
る」4）とされている。これを受けて、3歳児以上の食育の
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ねらいには「食と健康」「食と人間関係」「食と文化」「い
のちの育ちと食」「料理と食」の項目が定められ、さらに
具体的な目標が示されている。

学生が食育に期待することは、多くの種類の食べ物や料
理を味わい、嫌いな食べ物にも挑戦する、好きな食べ物
を美味しく食べる、などの「食と健康」の項目、身近な
大人や友達とともに、食べる喜びを味わうという「食と
人間関係」の項目であり、栽培や飼育の内容を含む「い
のちの育ちと食」および「料理と食」に関して期待が低
かった。栽培、飼育、料理など、経験を必要とする内容
は学生にとってイメージしにくく、食育と結びつきにく
かったと考えられる。

1年次生は、食育について十分学んでいないが、今まで
受けた食育と重ねあわせてこれらのことに期待している
と考えられる。また、1年次生の方が有意に高かった「季
節感を感じる」 ことも今まで受けた食育の経験から選ば
れていると推測された。上級生は、学びを深める中で他
の項目の方が重要だと考えるようになったと推測される。

上級生が期待することは、食事を味わい、嫌いなもの
に挑戦する、食べ物の大切さを知る、マナーを身につけ
るなど給食時の食育指導のようなことが多かった。これ
は、保育実習や教育実習を経て、食事時の子どもの様子
から必要であると感じたと考えられる。

料理に関する位置づけは低いものであった。学生は子
どもに料理をさせたことはなく、料理をする場面にであっ
たこともないと考えられるが、クッキング保育などで食
材に触れることは食材の色、形、香りなどに興味を持た
せる生きた教材になる。さらに食材が変化していく過程
を見ることは、科学にふれるきっかけになる。子どもが
行う活動の中で、自らが料理に参加することは主体性を
育み、食べる意欲の上昇にもつながるので、可能であれ
ば取り組んで欲しいと考える。

進藤らの調査には、保育士は「意識は食事援助が中心
である。栄養や食品への関心は低く、それらに対する関
心や理解は保育経験だけでは育成が困難であるという傾
向にある」10）と示されている。栄養や食品の知識とあわ
せて調理器具の使い方や基本的調理操作を習得すること
は、食育のためだけではなく自分の食生活の実践のため
にもなるので学生のうちに身につけて欲しいと考える。

Ⅴ．まとめ

間食に選択する物に関して、学生は、自分には好きな
ものや楽しみになるもの、子どもには害にならずに、体
のためになるものを選択する傾向にあった。保育者とし
て子どものためになる物を選択するという食育の教育者
としての資質は身に付きつつあったが、多くの情報のな

かから正しいものを選ぶ能力は十分ではないと考えられ
た。最も身につけるべき課題は、食事の重要性を認識し
て適切な栄養を摂る食生活を実践することと、栄養や食
品の知識および基本的な調理技術を身につけることであ
ると考えられた。このような食生活の実践のためには、

「食事を楽しみましょう」からはじまる食生活指針 11）を
活用すれば、具体的な食品や食事の構成などに関する知
識を身につけることが可能である。そのためのプログラ
ムを作って検討してゆきたい。

本研究の限界
本調査では、体格指数により栄養状態を推定したが、

実際の食事などの摂取状況を確認していないため、問題
点を推測することにとどまった。次回は、食物摂取頻度
調査を合わせて行い、食生活における間食のあり様を明
らかにしていきたい。テキストマイニングで間食に関す
る意識の解析を行い、群別の意識の関係は多少なりとも
確認できたが、栄養不良に関する特徴的な記述は確認で
きなかった。引き続き調査し、傾向を調べていきたい。
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